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平成２３年第１回福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会議決事件一覧 
 

番 号 件   名 提出者 
上  程 
年月日 

議  決 
年月日 

議決結果 

第 1号議案 

福井県後期高齢者医療

広域連合監査委員の選

任につき議会の同意を

求めることについて 

広域連合長 23.3.29 23.3.29 同 意 

第 2号議案 

平成２３年度福井県後

期高齢者医療広域連合

一般会計予算 

〃 〃 〃 原案可決 

第 3号議案 

平成２３年度福井県後

期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療特別会

計予算 

〃 〃 〃 原案可決 

第 4号議案 

平成２２年度福井県後

期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療特別会

計補正予算 

〃 〃 〃 原案可決 

第 5号議案 

福井県後期高齢者医療

広域連合後期高齢者医

療に関する条例の一部

改正について 

〃 〃 〃 原案可決 

第 6号議案 

福井県後期高齢者医療

広域連合職員の給与の

支給に関する条例の一

部改正について 

〃 〃 〃 原案可決 
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平成２３年第１回福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会会期及び日程 
 

月日 曜 時間 会議 場所 会議事項 

３月２９日 火 午後３時０５分 本会議 
福井県自治会館

多目的ホール 

議案上程 
質疑、討論、採決 
一般質問、閉会 

 



平成 23 年第 1 回 

福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会会議録 

平成 23 年 3 月 29 日（火曜日）午後 3 時 05 分開会 

                     
日程１０ 第６号議案 福井県後期高齢者

医療広域連合職員

の給与の支給に関

する条例の一部改

正について 

平成 23 年 3 月 29 日、平成 23 年第 1 回定例

会が福井県自治会館多目的ホール（議場）

に招集されたので、会議を開いた。 
 

 日程１１ 一般質問 

○議事日程  
 ○出席議員（２３人） 
日程１ 議席の指定について 
 １番 河端  満君 ２番 原  幸雄君

３番 清水 正信君 ４番 北村  晋君

５番 濱田 守好君 ６番 寺澤 繁夫君

７番 中村 正彦君 ８番 山﨑 文男君

９番 玉邑 哲雄君 10番 大久保恵子君

11番 嵐   等君 12番 森田  稔君

13番 向瀬 英渡君 14番 村 春男君

15番 砂子 三郎君 16番 清水 清蔵君

17番 西本 恵一君 18番 高田 訓子君

19番 栗田 政次君 20番 山川  豊君

21番 松本  朗君 22番 東野 栄治君

23番 河合 永充君 

日程２ 会議録署名議員の指名について 
 
日程３ 会期の決定について 
 
日程４ 福井県後期高齢者医療広域連合選

挙管理委員会委員及び同補充員
の選挙について 

 
日程５ 第１号議案 福井県後期高齢者医

療広域連合監査委員
の選任につき議会の
同意を求めることに
ついて 

 
日程６ 第２号議案 平成２３年度福井県

後期高齢者医療広域
連合一般会計予算 

 
日程７ 第３号議案 平成２３年度福井県

後期高齢者医療広域
連合後期高齢者医療
特別会計予算  

 
日程８ 第４号議案 平成２２年度福井県

後期高齢者医療広域
連合後期高齢者医療
特別会計補正予算 

○欠席議員（０人） 

 

○事務局出席職員  
日程９ 第５号議案 福井県後期高齢者医

療広域連合後期高齢
者医療に関する条例
の一部改正について 

事務局長   三 上 明 範 

事務局次長  森 川 亮 一 

 
業務課長   八十島 孝 彦 
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 連合長。 会計管理者  清 水 啓 司 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 業務課長補佐 山 岸   健 

○広域連合長（東村新一君） 本日ここに、

平成２３年第１回福井県後期高齢者医療広

域連合議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員各位におかれましては、御多用の

中、御参集を賜り厚く御礼申し上げます。 

係  長   田 畑 佳 亨 

係  長   川 江 邦 孝 

係  長   村 松 克 紀 

 

○説明のため出席した者 

 また、当広域連合の運営につきましても、

格別の御理解と御協力を賜り、改めて御礼

を申し上げます。 

広域連合長  東 村 新 一 君 

副広域連合長 杉 本 博 文 君 

副広域連合長 橋 本 達 也 君 

  去る３月１１日に発生いたしました東北

地方太平洋沖地震は、我が国を未曾有の混

乱に陥れ、その生々しい爪痕は改めて自然

の猛威を我々に見せつけます。被災された

方々に対しましては、心からお見舞いを申

し上げますとともに、被災地の一日も早い

復興を願う次第であります。これまで、地

震、水害、雪害に見舞われてきた本県では

ありますが、今一度、大規模災害に遭遇し

た際の保険者としての対応を再度点検いた

しますとともに、今後、被災された方が本

県に転入され、被保険者となられた場合に

は、保険料や医療機関の窓口負担金の減免

などの適確な対応をしてまいりたいと考え

ております。 

 

○議長（栗田政次君） 平成２３年第１回

福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会

は本日招集され、出席議員が定足数に達し

ておりますので議会は成立いたしました。 

 よって、これより開会し、本日の会議を

開きます。 

 ここで、去る３月１１日に発生いたしま

した東北地方太平洋沖地震の犠牲となられ

ました方々に対し、謹んで哀悼の意を表し、

１分間の黙祷をささげたいと存じますので、

御起立願います。 

   （全員起立） 

○議長（栗田政次君） 黙祷 

 さて、新たな後期高齢者医療制度につき

ましては、平成２３年度から約２年間の準

備期間を経て、平成２５年３月に施行する

予定であると申し上げてまいりました。し

かしながら、最終とりまとめに対して、全

   （黙祷） 

○議長（栗田政次君） 黙祷を終わります。

ありがとうございました。御着席ください。 

 ここで、広域連合長より発言を求められ

ておりますので、許可いたします。  
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 また、１５番 砂子三郎君が大野市議会

議員の任期を満了されました。 

 これらの辞職等に伴い、２名の議員が選

出され、当広域連合議会議員に就任されま

したことを合わせて御報告申し上げます。 

国知事会が強く反対したことや、与党民主

党の理解が得られなかったことから、本年

1 月、厚生労働省は施行時期を１年先延ば

しして、平成２６年３月施行に変更したこ

とを明らかにしたところであります。 

 ここで、新しく当広域連合議会議員と

なられました皆さんを御紹介申し上げます。 

 氏名を事務局から朗読させます。  

 今後、新たな後期高齢者医療制度は、社

会保障と税の一体改革という新しいステー

ジのもと、国と地方との協議、与党民主党

や野党との調整といった課題を解決しなが

ら改革が進められていくものと思われます。 

○事務局員（清水啓司君） それでは、命

により氏名を朗読いたします。  

 私どもといたしましても、現行制度の円

滑な運営に努めながら、状況を注視してま

いりたいと考えております。 

寺澤繁夫議員、砂子三郎議員、以上でござ

います。  

○議長（栗田政次君） なお、このたび

新た に選出さ れました 議員の 皆様に お

かれましては、議事の進行上、ただ今御

着席の議席を仮議席に指定いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いた

しました議事日程表のとおりと定め、直

ちに議事に入ります。  

 本日は、「監査委員の選任につき議会の同

意を求めること」、「平成２３年度一般会

計特別会計予算」、「平成２２年度特別会

計補正予算」、「後期高齢者医療に関する条

例の一部改正」、「職員の給与の支給に関す

る条例の一部改正」の６議案を提案させて

いただいておりますので、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 日程１ 「議席の指定」を行います。 

 今回新たに当広域連合議会議員に選

出されました議員の議席は、会議規則第

４条第１項の規定により、議長において

指定いたします。  

 氏名とその議席番号を事務局に朗読

させます。  

○議長（栗田政次君） 議事に先立ちま

して、ここで御報告を申し上げます。  

 県内１７市町から選出いただいてお

ります当広域連合議会議員のうち、  

 ６番 浜田勝美君から、当広域連合議

会議員を辞職したい旨の願い出があり

ましたので、地方自治法第１２６条の規

定に基づき、議長においてこれを受理し、

辞職を許可いたしました。  

○事務局員（清水啓司君） それでは、命

により、氏名と議席番号を朗読いたしま

す。６番 寺澤繁夫議員、１５番 砂子三

郎議員、以上でございます。  

○議長（栗田政次君） 次に、日程２  「会
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議録署名議員の指名」を行います。  

 会議録署名議員は、会議規則第７４条

の規定により、  

 １番 河端満君、２番 原幸雄君を指 名

い た し ま す 。  

 次に、日程３  「会期の決定について｣

を議題といたします。  

 お諮りいたします。  

 本定例会の会期は、本日１日限りとし

たいと存じますが、これに御異議ござい

ませんか。  

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認

めます。よって、そのように決定いたし

ました。  

 次 に 、日 程 ４  「 福井県後期高齢者医

療広域連合選挙管理委員会委員及び同補充

員の選挙」を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法

第１１８条第２項の規定により指名推薦に

よりたいと存じますが、これに御異議ござ

いませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。よって、選挙の方法は指名推薦によ

ることに決しました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法につきましては、議長におい

て指名したいと存じます。これに御異議ご

ざいませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。よって、議長において指名すること

に決しました。 

 選挙管理委員会委員には敦賀市 坂東佐

喜子君、鯖江市 山本義彦君、永平寺町 中

谷英樹君、以上の３名の方を指名いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議長が指名いたしました坂東佐喜

子君、山本義彦君、中谷英樹君を選挙管理

委員会委員の当選人とすることに御異議ご

ざいませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。よって、ただ今指名いたしました坂

東佐喜子君、山本義彦君、中谷英樹君が選

挙管理委員会委員に当選されました。 

 続きまして、選挙管理委員会委員補充員

には、敦賀市 桃井泰朝君、鯖江市 岸本

直樹君、永平寺町 田原豊数君、以上の３

名の方を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議長が指名いたしました桃井泰朝

君、岸本直樹君、田原豊数君を選挙管理委

員会委員補充員の当選人にすることに御異

議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め
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ます。よって、ただ今指名いたしました桃

井泰朝君、岸本直樹君、田原豊数君が選挙

管理委員会委員補充員に当選されました。 

 次に、補充の順序についてをお諮りいた

します。 

 補充の順序は、ただ今議長が指名いたし

ました順序にいたしたいと存じますが、こ

れに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。よって補充の順序は、ただ今議長が

指名した順序に決しました。 

 次に、日程５  第１号議案「福井県後

期高齢者医療広域連合監査委員の選任につ

き、議会の同意を求めることについて」を

議題といたします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただ今上程

されました、第１号議案「福井県後期高齢

者医療広域連合監査委員の選任につき議会

の同意を求めること」について、提案理由

の説明を申し上げます。 

 福井県後期高齢者医療広域連合の監査委

員につきましては、福井県後期高齢者医療

広域連合規約第１８条第２項の規定に基づ

き、議会の御同意を得て選任するものであ

ります。 

 今回、識見を有する監査委員として選任

いたしておりました田本光三氏がその任期

を満了されたことに伴い、引き続き同氏を

選任いたしたく、議会の御同意をお願いす

るものであります。 

 田本氏は金融機関に長年勤められ、退職

後は坂井市や団体の監査委員に就かれてお

ります。坂井市監査委員としては、旧丸岡

町時代を含めて１０年目を迎えられ、会計

監査業務に精通されておられることから、

識見、人格ともに監査委員として適任と考

えております。 

 よろしく御審議の上、御同意を賜ります

ようお願い申し上げます。 

○議長（栗田政次君） 以上で提案理由の

説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 本案は、人事に関する案件でありますの

で、一切の手続を省略し、直ちに採決に入

りたいと存じますが、これに御異議ござい

ませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。 

 これより採決いたします。 

 ただ今議題となっております第１号議案

につきましては、田本光三君を監査委員に

選任することに同意を求められております。

これに同意することに御異議ございません

か。 

 （「異議なし」の声あり） 
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○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただ今上程

されました第２号及び第３号議案の平成２

３年度各会計予算につきまして、一括して

提案理由の説明を申し上げます。 

 よって、第１号議案「監査委員の選任」

については、田本光三君に同意することに

決しました。 

 先ず、平成２３年度の予算編成に当たり

ましては、被保険者の方々に安心して医療

を受けていただくことができるよう、制度

に係る情報を的確に把握し、過不足なく事

業を計画することなどに心がけ、「被保険者

への安心の提供」と「円滑な制度運営」を

柱として、総合的かつ横断的な調整を図り

ながら、所管の事業を精査し、政策効果を

重視した見直しや経費の合理化を行います。

また、事務的経費につきましては、構成市

町の厳しい財政状況に配慮して、コストに

関し十分な精査を行います。 

 ただ今監査委員の選任に同意を得られま

した田本光三君からごあいさつを受けるこ

とにいたします。 

 （監査委員 田本光三君 登壇） 

○監査委員（田本光三君） ただ今、当広

域連合の監査委員に御同意をいただきまし

た田本でございます。まことにありがとう

ございました。 

 当広域連合の監査委員は２期目でござい

ますので、これまでの経験を生かしまして、

一生懸命監査委員としての職務に精励した

いと思いますので、これまで同様、議員各

位の御指導、御鞭撻をお願い申し上げまし

て御挨拶とさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いします。 

それでは、第２号議案の一般会計予算か

ら御説明いたします。 

 議案２ページをお願いいたします。 

   （拍手）  平成２３年度の一般会計予算でありま

すが、予算総額を４億５,４９６万１千円

と定めるものであります。 

○議長（栗田政次君） 次に、日程６  第

２号議案「平成２３年度福井県後期高齢

者医療広域連合一般会計予算」及び   おめくりいただきまして、３ページをお

願いいたします。 日程７  第３号議案「平成２３年度後期

高齢者医療広域連合後期高齢者医療特

別会計予算」を会議規則第３５条の規定

により一括議題といたします。  

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 歳入の主なものといたしましては、「第

１款 分担金及び負担金」に構成市町から

の負担金として４億５,４７０万円を計上

いたしております。 

 連合長。  おめくりいただきまして、４ページをお
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願いいたします。 

 歳出の主なものといたしましては、「第

１款 議会費」に１４４万７千円を、「第２

款 総務費」では、広域連合の運営に要す

る経費として１億６ ,７６５万６千円を、

「第３款 民生費」では、後期高齢者医療

特別会計への繰出金といたしまして２億８,

３９８万５千円を計上いたしております。 

 次に、第３号議案の平成２３年度の後期

高齢者医療特別会計について御説明いたし

ます。 

 議案５ページをお願いいたします。 

 平成２３年度の特別会計予算であります

が、予算総額を９４１億５,３３５万７千円

と定めるものであります。 

 おめくりいただきまして、６ページをお

願いいたします。 

 歳入の主なものといたしましては、「第

１款 市町支出金」では、被保険者からの

保険料及び市町の療養給付費の定率負担金

として１５０億１３８万５千円を、「第２

款 国庫支出金」では、国の療養給付費の

定率負担金、調整交付金等として、合計で

３０５億６ ,５６０万７千円を、「第３款 

県支出金」では、県の療養給付費の定率負

担金など７６億４,３８４万３千円を計上

いたしております。 

次に、「第４款 支払基金交付金」に、

現役世代からの支援金である交付金として

３９２億６ ,２７５万６千円を、「第８款 

繰入金」では、一般会計、臨時特例基金及

び療養給付費等準備基金からの繰入金とし

て１６億７,０２３万円を計上しておりま

す。 

 おめくりいただきまして、７ページをお

願いいたします。 

 歳出につきましては、「第１款 総務費」

では、制度運営に係る経費３億２,６７３万

９千円を、「第２款 保険給付費」では、療

養の給付に係る費用、高額療養費、葬祭費

など、合計で９３４億８,９２４万２千円を

計上いたしております。 

また、「第５款 保健事業費」では、市

町が実施する長寿健康診査事業において、

平成２３年度から医療機関で実施する個別

健診の、検査項目や委託料の県内統一化が

図られることから、受診率の向上を図るた

め、市町への補助を拡充して１億９,８１３

万２千円を計上いたしております。 

 何とぞ十分なる御審議をいただき、妥当

なる御議決を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（栗田政次君） 以上で、提案理

由の説明は終わりました。  

 ただ今から質疑に入ります。 

 ２１番 松本朗君から質疑の通告があり

ましたので、許可いたします。 

 ２１番 松本君。 

○松本朗君 ２２年度の補正にも若干係る

のですけど、２２年度の収支見通しについ
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て先ずお尋ねをします。つまり、２２年度

１年間を通じて収支がどのようになってい

るかということです。 

 それから、保険給付費の推移、全体のこ

こ数年間の傾向について説明をいただけれ

ばと思います。 

 その前年度、この後期高齢者医療制度の

保険料の見直しの時には、保険料の引き上

げは行わなかったわけでありますが、保険

料との関係でどのように考えられているの

かということ。 

 それから、第３点はこの制度にはいろい

ろと減額制度はたくさんあるわけですけど

も、申請による減免制度について簡単な説

明をしていただいた上で、減免制度の周知

徹底をどのようにされているのかについて

お尋ねをします。 

○議長（栗田政次君） 松本君の質問に対

する理事者の答弁を認めます。 

 事務局長。 

 （事務局長 三上明範君 登壇） 

○事務局長（三上明範君） それでは、平

成２３年度と平成２２年度予算ということ

でしたけども、４点御質問いただきました

のでお答えさせていただきます。 

 「平成２２年度収支見通し」と「保険給

付の推移と所見」につきましては、関連が

ありますので、一括してお答えいたします。 

 先ず、平成２２年度の収支見通しとしま

しては、保険給付費の大宗を占めます療養

の給付等の総額は約８７５億円となる見込

みでございます。平成２２年度当初予算に

計上しました平成２３年度の保険料設計時

の約８８３億円とほぼ同じ規模で推移して

おります。一方、保険料につきましては、

保険料設計時と比べまして、被保険者の保

険料算定に係る所得額が下がったものの、

収納率は若干上回る見込みであることから、

その収支については、ほぼ保険料設計どお

りに推移するものと見込んでおります。 

 したがいまして、今回の平成２３年度予

算におきましても、療養の給付等の総額を

保険料設計時と同額の約９２９億円と計上

しているところでありまして、その乖離は

あまりないものと考えております。 

 次に、「保険料減免申請と決定状況」及び

「減免制度の周知状況」についてお答えい

たします。 

 当広域連合では、条例、規則及び要領に

おきまして、保険料減免の要件等を規定し

ております。火災や風水害、震災等により、

家屋等に損害が及んだ場合には、当該事由

が発生した事実をもちまして、納期限が未

到来の保険料に対し、その損害程度に応じ

た減免を行うこととしておりまして、平成

２０年４月の制度開始から現在までに、火

災等により申請を受け、決定を行った被保

険者は２２人でございます。 

 また、事業の休廃止や多大な損失、農水

産物の不作や不漁等の特別の事情により、
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収入が著しく減少した場合においても、そ

の収入額に応じて、同様に保険料の減免を

行うこととしております。 

 次に、その周知状況についてでございま

すけども、当広域連合では毎朝新聞等によ

りまして、家屋の災害記事を確認し、被災

者が後期高齢者医療制度の被保険者の場合

には、市町を通じまして積極的に減免申請

の勧奨を行うとともに、当広域連合のホー

ムページや、被保険者証の一斉更新時、ま

た、新たに被保険者となられた方々、全て

の方にお配りしているパンフレットに、保

険料の納付が困難な場合には、市町の担当

窓口へ相談していただく旨を掲載しており

ます。さらに、市町の担当者会議において

も、制度の周知を図り、当該被保険者の方

が窓口に相談に来られた場合は、生活実態

等をしっかりと把握し、適切な対応に努め

ていただくようお願いをしているところで

ございます。 

 今後も、保険料減免を含め、わかりやす

い制度の説明に配慮してまいりたいと考え

ております。 

○議長（栗田政次君） ２１番。 

○松本朗君 収支見通しという点で、給付

費との関係、保険料との関係では、ほぼ設

計どおりという答弁でありましたが、ちょ

っとこれは確認、わからないところがあり

ますので、２２年度の先ほどの補正の中で、

基金への繰り入れを６億余りやっています。

単年度の実質的な収支はプラスになってい

るんじゃないかと思うのですけど、その辺

はどの程度のプラスになっているんでしょ

うか。 

○議長（栗田政次君） 事務局長。 

○事務局長（三上明範君） 予算では約２

億円マイナスということになっております。

２２年度末では、約２３億円ということで

お話をさせていただいたかと思いますけど

も、２３年度では約７億円を保険料抑制の

ために取り崩しが必要なこととなっており

ますので、２３年度末では約１６億円にな

るのでないかと見込んでおります。 

○議長（栗田政次君） 以上で通告による

発言は全て終了いたしました。よって、質

疑を終結いたします。 

 ただ今から討論に入ります。  

 ２１番  松本朗君から、討論の通告が

ありましたので許可いたします。  

 ２１番  松本君。  

○松本朗君 質疑の次第によっては討論す

るということで、質疑で一定理解をした面

と、あえて討論をしなくてもいいという判

断に達しました。したがって、討論はしま

せん。以上です。 

○議長（栗田政次君） 以上で討論を終結

いたします。 

 それでは、採決したいと存じますが、

これに御異議ございませんか。  

   （「異議なし」の声あり） 
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○議長（栗田政次君） 御異議なしと認

めます。  

 それでは、第２号議案及び第３号議案

を一括して採決いたします。  

 第２号議案及び第３号議案につきまし

ては、原案のとおり決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（栗田政次君） 起立全員でありま

す。よって、そのように決しました。  

 次に、日程８ 第４号議案「平成２２年

度福井県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計補正予算」を議題といたし

ます。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただ今上程

されました第４号議案「平成２２年度福井

県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療

特別会計補正予算」につきまして、提案理

由の説明を申し上げます。 

議案８ページをお願いいたします。 

平成２２年度の特別会計補正予算でありま

すが、補正額は歳入歳出とも６億２,２７

４万１千円を増額し、予算総額で９２９億

３,６６７万５千円とするものであります。 

おめくりいただきまして、９ページをお

願いいたします。 

まず、歳入におきましては、「第２款 

国庫支出金」では、平成２３年度に実施す

る保険料の軽減措置に要する交付金と、平

成２１年度に実施した高額療養費特別支給

金に係る特別調整交付金の追加交付分に、

長寿健康診査事業の実績見込みを勘案した

減額分を差し引きまして、総額６億５,８２

２万６千円を増額いたしております。 

 「第３款 県支出金」では、長寿健康診

査事業の実績見込みを勘案し、県補助金、

１,００３万円を減額いたしております。 

 「第４款 繰入金」でも、同じく長寿健

康診査事業の実績見込みを勘案し、療養給

付費等準備基金からの繰入金、２,５４５万

５千円を減額いたしております。 

おめくりいただきまして、１０ページを

お願いいたします。 

 歳出につきましては、先ず「第２款 保

険給付費」では、第２項 高額療養諸費を

８,６９６万８千円増額し、これに伴い、第

１項 療養諸費を同額、減額するものであ

ります。 

 「第５款 保健事業費」では、被保険者

に対する長寿健康診査事業の実績見込みを

勘案し、６,２０２万８千円を減額いたして

おります。 

 「第６款 基金積立金」では、平成２３

年度の保険料の軽減措置に係る国の財源補

てんである交付金を臨時特例基金に、また、

平成２１年度に実施した高額療養費特別支

給金に係る特別調整交付金の追加交付分を
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提出者の提案理由の説明を求めます。 療養給付費等準備基金に積み立てるもので、

６億６,８２５万６千円を計上いたしてお

ります。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただ今上程

されました、第５号議案「福井県後期高齢

者医療広域連合後期高齢者医療に関する条

例の一部改正」につきまして、提案理由の

説明を申し上げます。 

また、「第９款 予備費」では、長寿健

康診査事業の減額に伴い、財源としていた

保険料の減額分１,６５１万３千円を、予備

費に増額することで調整するものでありま

す。 

 本案は、平成２２年１１月２６日に国の

平成２２年度補正予算が成立し、平成２３

年度におきましても保険料の軽減措置が引

き続き実施されることとなったため、所要

の措置として、後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正するものであります。 

何とぞ十分なる御審議をいただき、妥当

なる御議決を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（栗田政次君） 以上で、提案理

由の説明は終わりました。  

 質疑及び討論の通告はありませんで

したので、直ちに採決いたしたいと存じ

ますが、これに御異議ございませんか。 

 改正の内容といたしましては、平成２０

年度から実施しております、社会保険等の

被扶養者であった被保険者の保険料均等割

額の軽減割合を引き続き９割とすること、

また、所得の低い方に対する保険料均等割

額の軽減措置のうち、軽減割合が本来は７

割の方を引き続き８.５割とするものであ

ります。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認

めます。  

 それでは、採決いたします。  

 第４号議案につきまして、原案のとお

り決することに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 何とぞ十分なる御審議の上、妥当なる御

議決を賜りますようお願い申し上げます。 ○議長（栗田政次君） 御異議なしと認

めます。  

 よって、そのように決しました。  

○議長（栗田政次君） 以上で、提案理

由の説明は終わりました。  

 次に、日程９ 第５号議案「福井県後期

高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関す

る条例の一部改正について」を議題といた

します。 

 質疑及び討論の通告はありませんでし

たので、直ちに採決いたしたいと存じます

が、これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 
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○議長（栗田政次君） 御異議なしと認

めます。  

 それでは、採決いたします。  

 第５号議案につきまして、原案のとおり

決することに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。よって、そのように決しました。 

 次に、日程１０ 第６号議案「福井県後

期高齢者医療広域連合職員の給与の支給に

関する条例の一部改正について」を議題と

いたします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

連合長。  

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただ今上程

されました、第６号議案「福井県後期高齢

者医療広域連合職員の給与の支給に関する

条例の一部改正」につきまして、提案理由

の説明を申し上げます。 

 本案は、地方公務員法第２５条の規定に

基づき、職員の給与から必要な経費を控除

するため、所要の措置として、職員の給与

の支給に関する条例の一部を改正するもの

であります。 

 改正の内容といたしましては、給与から

控除できる経費として、職員の派遣元市町

への納入金や福井県市町村職員共済組合に

係る経費などを明記するものであります。 

 何とぞ十分なる御審議をいただき、妥当

なる御議決を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（栗田政次君） 以上で、提案理

由の説明は終わりました。  

 質疑及び討論の通告はありませんでし

たので、直ちに採決したいと存じますが、

これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。 

 それでは、採決いたします。 

 第６号議案につきまして、原案のとおり

決することに御異議はありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（栗田政次君） 御異議なしと認め

ます。よって、そのように決しました。 

 次に、日程１１ 一般質問を行います。 

 ２１番 松本朗君の一般質問を許可いた

します。 

 ２１番 松本君 

 （松本朗君 登壇） 

○松本朗君 坂井市議会の日本共産党議員

団の松本朗です。 

 私は連合長に、現行制度廃止後の新しい

高齢者医療制度について、基本的事項の確

認とその認識についてお尋ねします。 

 現行高齢者後期医療制度は、年齢によっ

て区別されたということで一昨年夏の総選

挙で政権が交代した要因の１つともなった、

国民の厳しい批判にさらされた制度であり
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ます。 

 政権に就いた民主党は現行制度の即時廃

止をうたっていましたが、政権に就いた途

端に廃止の引き延ばしをし、現在の予定で

は、先ほどの説明では新制度の発足は２０

１４年度からということになります。 

 政府の検討されている新制度は、後期高

齢者医療制度改革会議、以下、「改革会議」

で進めていきますが、昨年末に最終とりま

とめを決定しています。その内容について、

問題であると思われる２点について、以下、

お尋ねします。 

 第１に、その改革会議では７５歳以上の

方が加入する国民健康保険は当面、会計を

それ以外の現役世代と別勘定にして、都道

府県単位の運営とするとしています。これ

では、従来の仕組みと原則的には変わりま

せん。今後、高齢者が急速に増加し、医療

費が増えると、高齢者の保険料負担は、高

齢者の財源で進める割合は１割であります

から、高齢者の保険料の伸びは現役世代の

保険料の伸びを上回ることになります。こ

の点について、事実確認も含めて認識をお

尋ねします。 

 第２は、従来あった低所得者に対する保

険料の軽減措置が縮小されるという問題で、

現行の医療保険制度が国民の厳しい批判も

あって、現政権も含めていろいろ一定の改

善が図られています。この軽減率の延長な

ど、先ほどの議案でも提案、議決されまし

たが、そういう点がある。条例のこれらの

軽減措置が、新しい制度の発足に伴って、

後退するのではないかというふうに認識も

していますし、そのように指摘する旨もあ

ります。この点については、連合長の認識

をお尋ねします。 

 以上の点を解決するためには、いずれに

しても、国の財政負担が引き上げられなけ

れば解決しません。先ほど、７５歳以上の

保険料の引き上げ率が現役世代でも高まる

と言いましたが、現役世代も同じように、

第２段階では同一会計になるとするならば、

現役世代の会計負担、あるいは健康保険、

あるいは共済とか、そういう保険機関の負

担も大きく増えることになるわけです。こ

の点について、国の今後の財政負担の基本

的なスキームについてもお尋ねをして、連

合長のご認識をお尋ねいたします。 

 私は、こういう今の国の改革会議の示す

方向では、結局高齢者あわせて国民、高齢

者と現役世代ともに負担を引き上げる制度

でありますから、決して理解は得られない

と思いますので、連合長においては、国に

対して明確にこの制度に対する問題点を指

摘していただきたいと、このことを要求し

て私の最初の質問といたします。 

○議長（栗田政次君） 松本君の質問に対

する理事者の答弁を求めます。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

 －13－



○広域連合長（東村新一君） 最終とりま

とめの中で、今回の議論の中心は高齢化の

進展で増大する医療費をどう負担していく

かといったことでありまして、高齢者を含

めた国民全体が無理のない形で負担してい

ただくための助け合いを、より納得のいく

後期高齢者の保険料、現役世代の保険料、

患者負担の組み合わせによる制度の実現を

目指すとあります。 

 こうした中で、高齢者と現役世代の保険

料の伸びをほぼ均衡にする高齢者負担率の

見直しや公費負担の拡大などの高齢者保険

料の抑制策が示されたところであり、今後、

国において被保険者の皆さんをはじめ、そ

の理解を求めていくものと思われます。 

 なお、第一段階において、単純に従前の

市町村国保に戻ると保険料格差が復活し、

多くの高齢者の保険料が増加することが予

想されるとともに、市町村国保においては

さらなる財政負担が伴うことから、保険財

政の安定化を図るため、都道府県単位の財

政運営とされたところでありまして、その

施行状況も見ながら、第二段階である全年

齢での都道府県化を今後検討することにな

っております。 

 私ども広域連合は、法律に基づいて制度

の運営を預かる組織でございまして、被保

険者の皆さんが安心して医療を受けられる

というような体制をつくり、こうして議会

の皆様の御意見もお伺いしながら、これま

で進めてきたわけでございます。そうした

観点から、全国組織である広域連合協議会

を通じ、被保険者の皆さん、あるいは現場

の声を国には十分届けて、国民全体が納得

できるような制度となるよう、今後もいろ

いろと努力をしてまいりたいと考えている

次第です。 

○議長（栗田政次君） ２１番。 

○松本朗君 連合長の答弁は、改革会議の

最終とりまとめに沿った答弁だったと思う

んです。それで、先ほども言いましたが、

その改革会議の最終とりまとめのいわゆる

財源のスキームであっても、私、指摘した

ように、第一段階の推移の中で、現役世代

と７５歳以上の高齢者との保険料の引き上

げられる割合は、これは高齢者のほうが高

齢化に伴って、医療費全体が上がるわけで

すけども、そういう中で、高齢者の方の保

険料負担率、つまり保険料の引き上げられ

方が高くなるんではないんですか。変わら

ないんですか。その基本的なスキームが、

引き上げる速度が現行制度よりも緩やかに

なりますが、第一段階では高齢者を別にし

ていますから、保険料負担が。そういう点

で引き上げられるようになるというふうに

私は認識しているんです。その点について、

いかがですか。 

○議長（栗田政次君） 事務局長。 

○事務局長（三上明範君） 改革会議にお

きまして、確かに高齢者、現役世代、それ
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ぞれ上がるということで試算されておりま

す。そんな中で、今、高齢者のほうが現役

世代よりも高い伸び率になるというふうな

試算された中で、今回の改正につきまして

は、高齢者の伸びを現役世代に均衡させま

しょうということで今、考えているわけで

す。その分で、公費をどのように投入する

かについては今後の課題かと思われます。 

○議長（栗田政次君） ２１番。 

○松本朗君 まさにそこが問題で、今の国

のやろうとしているところでいいますと、

国庫負担は必ずしも上がるという仕組みに

なっていませんので、まさにそこを今後の

課題かもしれませんし、連合長、先ほどお

っしゃったように、国民の理解が得られる

ようにしたいとおっしゃいましたので、事

務局長が言われるように、現役世代とほか

の高齢者の世代が同じ率で上がるんではほ

んとうに困る、実際は困るんですよね、高

齢者の方が。負担がどんどん、保険料が引

き上げられるんでは、制度としては維持で

きないわけですから、まさに国の思い切っ

た財源措置が必要なわけです。そういうこ

とを、ぜひ今後、強く国に対して連合長と

して要求していただくということを求めて

質問といたします。 

○議長（栗田政次君） 要望ですか。 

○松本朗君 求めるということです。 

○議長（栗田政次君） 要望ですね。 

○松本朗君 じゃ、連合長の決意をお尋ね

します。 

○議長（栗田政次君） 連合長。 

○広域連合長（東村新一君） 先ほどもお

答えの中でも申し上げましたように、今の

この制度は、私どもの福井県だけの制度と

いうわけでもありませんし、全国の組織と

して、今、やっていかなければならないと

いうことでありますので、当然、今度は高

い、低いの基準になりますと、それぞれの

地域の保険料の額もみんな違うというよう

な状況もあります。そういうふうなところ

も含めて、やはり全国の組織である、広域

連合協議会等の中でよく議論もし、そして

要請をしていかなければならないだろうと

いうふうに考えています。 

○議長（栗田政次君） 以上で通告によ

る発言は全て終了致しました。よって、一

般質問を終結いたします。 

 以上をもちまして、本日の議事日程はす

べて終了いたしました。 

 ここで、広域連合長より発言の申し出が

ありますので、これを許可いたします。 

連合長。  

（広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） 平成２３年

第１回福井県後期高齢者医療広域連合議会

定例会の閉会に当たり、一言御礼を申し上

げます。 

 議員各位には、長時間にわたり、提案さ

せていただきました議案につきまして慎重
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なる御審議をいただき、本日ここに妥当な

る御議決を賜りましたことに、心から厚く

御礼申し上げます。 

 今後も制度の円滑な運営に取り組んでま

いる所存でございますので、議員各位にお

かれましても、より一層の御指導、御鞭撻

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

まして、簡単ではございますが、閉会に当

たっての挨拶といたします。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（栗田政次君） 以上で会議を閉じ

ます。 

 これをもちまして、平成２３年第１回福

井県後期高齢者医療広域連合議会定例会を

閉会いたします。御苦労様でした。 

 

 

午後４時００分閉会 
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